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哺乳類は、心臓を自己再生する能力を持たない。 
我々は、胚性および誘導多能性幹細胞を用いて大
量の心筋細胞を作製し、これを不全心に補充する
新しい医療の実現を目指している。このために
は、心筋細胞の精製方法と効率的な移植方法の開
発が必要である。我々は、迅速な臨床応用のため
に遺伝子改変法の使用を避け、心筋細胞の特徴を
応用する戦略を取った。まず我々は、心筋が他の
細胞に比べて多くのミトコンドリアを有する特徴
を利用して、心筋細胞の高純度精製に成功した。
次に我々は、移植した心筋細胞が、組織に定着で
きない理由を解明した。さらに我々は、幼若な心
筋細胞の特徴を応用して“心筋ボール”を作製し
移植することで、移植後生着率をバラバラのまま
移植した場合に対し劇的に改善することにも成功
した。我々は、これらの方法が未来の心臓再生医
療に貢献すると信じている。 
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